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　沖縄本 島北部や久米島地域で は ，「F177」が栽培面積

の 70％ 以上 を占め て い る が ，同品種は 登熟が 遅 く収穫期

に 気温が高 く，雨 が 多い 年に は低糖度 とな る．また 風折

抵抗性 も弱 く，株出萌芽 が 弱 い こ と か ら生産が 不安定で

あ る．さ ら に 沖縄全域 で 「Nig」の 黒穂病 の 多発 が問題

と な っ て お り，栽培現地 で は黒穂病抵抗性を有す る高品

質で安定多収品種を求 め る 声が 強 い ，本報 で は，こ れ ら

地域に適応する黒穂病お よ び風折抵抗性 を有す る 早期高

糖性 で 春植，夏植，株 出 の 3作型 で 安定 して 砂糖 収 量 の

高 い 新品種 「Nil5」の 特性 に つ い て 報告す る．

1 ．育成経過

　「Nil5」は 1989年 に 沖縄農試 さ と うきび育種研 究室 に

お い て ，高 糖 ，多収 で 黒穂病 に 強 い 「F161 」 を種子親

に ，細茎 で 株出萌芽 の 良 い 早 期高糖 系統 「RK86 −68」

を花粉親 と した交雑後代 か ら選抜 した．1990年に 実生養

成 を行 い ，1991年 に 台風，干 ばつ 害が 比較的多い 沖縄農

試宮古支場 の 現地選抜圃 に お い て 実 生 個体選 抜お よ び栄

養繁殖 に よ る 第 2 次 ，第 3 次系統選抜 を実施 した ．選抜

試験 で は 10月の 圃場 プ リ ッ ク ス （蔗汁中の 可溶性固形分

濃度）で早熟性を評価 し，立毛調査 で 収量性 ，台風，干

ば つ およ び 病害虫抵抗性 を評価 した ．1994年，1995年か

ら黒穂病特性 検定お よび系統適応性 検定試験 を行 い ，

1996年か ら 奨 励 品 種決定調査等 に，春植，夏植，株 出の

3作型 で 供試 した．2001年に は 「Ni15」 と して命名登録

した，

2．交配親 との 特性比較

　花粉親 の 「RK86 −68」は
。 早期 （11月）か ら ブ リ ッ ク

ス が 高 く （第 1図），2 月収穫期 の 可製糖率 も高 い （第 2

図）早期高糖性系統 で あ る ．「Ni15」 は 種子親 「Fl61」

よ り早期 （10月）か ら糖度比 （杉本 1999）が高 く （第 3 図），

2 月収穫期 の 可 製糖率 も高 い （第 1表）こ と か ら，花粉

親 に よ り早期高糖型 に改良された こ とが推察され る．単

位面積当 た りの シ ョ 糖収量 を表す可製糖量は ，可 製糖率

が高 い ため 7〜24％ の 増収 と な っ た，す な わ ち ，「Ni15」

は種子 親 「Fl61」の シ ョ 糖蓄積速度，蓄積能力 を改 良

した高産糖量品種で あ る ，
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■ NCo310 　闊 Ni15 第 4 表　宮古地 域 に お け る Ni15と NiF8 の 収量

　　　　お よ び品質特性比較

品租 名　　作型　原料薹致 原料塾量 齦汁儲度 純糟擧 甘鯉糖度 可 製 糖 摩 可 製糖量

Ni15　 春 植

NiFB
722　　　681　　　1丁．6　　91．2　　　14．9　　　13．9　　　　9S
9　　　 99　　　　　 10S 　　 106 　　　0e　　　 3

60

Ni15　 夏植　　 86S 　 1112

N 　 8　　　　　　　 　　　　　 03

Ni15　 株出　　 650　　768
NiF8　　　　　　　　　　 S5　　　　98

17，6　　90．5　　　14．7　　　13，7　　　152
99 　　10 　　　　　99 　　　　100　　　　03

13．4　　91．D　　　15．4　　　14．3　　　108
108 　　 102 　　　 108 　　　109　　　104

　 　 40

　 　 　 　 10 月 　 　2 月　 　10月　 　2 月　 　 AO月　 　2 月

　 　 　 　 　 春 植 　　 　 　　 　夏 植　　 　 　　 株 出

　　 第 3 図　10月お よ び 2 月の 作 型 別 の 糖度比

注 ）糖度比は NCo310 の 糖度 に 対 す る 供試 品種 の 糖 度の 比率

庄 ）轡植 は 3 地域 で 199U．97、98の 3年間，夏柤は 2地域で 1997 ．98 ．99 の 3 年聞．
　 および 1地域 で leg7，　ge の 2年間膩験実 隠．株出は 2地壊で leg1 ．98の 2年間，
　 およ び1地域で 1997．96，99の 3年間試験実施．

第 5 表 Ni15の 各地 域 に お け る 台風 被害 （折損茎率％〉
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第 1表　Ni15と F161の 収量お よ び 品質特性比較

品圃名　　作型　　 薹長　 塾唖　 1畫匿 原料茎 敷 原 料盛 匿 可 製糖 量 可製 鼬畢 10 月 日冥
　 　 　 　 　 cm 　　 om 　　　　　　　　　昌　　 k ／8 　　 k ／e 　　　 、　　　　覧

Ni15 　　　轡栂　　　206 　　2．3　　912 　　　796 　　　725　　　　98 　　　13、4 　　17．5
Fl β1比 　 　 　 　 98 　 100 　 104 　 　 88 　 　 93 　 　 10丁　 　 113 　 117
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Ni15 　　　夏 植 　　　293 　　 2．4　 1505 　　　S44 　　 1258 　　　 162 　　　12、9 　　16．e
F161 比 　　　　　　馴01 　 104 　　110 　　　 S7 　　　107 　　　124 　　　1t6 　　 119

Nl15 　　　鋒 出　　　210 　　 2．3　　970 　　　803 　　　860 　　　116 　　　13．6 　　17 ．5
F161 比 　 　 　 102 　 100 　 91 　 　 107 　 100 　 　 110 　 　111 　 111

腔 1団査 期間 は 田 96噌2000年で ．八匿山，夫東島の 引一タ．n＝轡樋 ：7、夏樋・棟出 ：6．

第 6 表　Ni15の 黒穂病抵抗性 （有傷接種検定法）

品 種名 発病株 率（％） 判 定

3．重 要 特 性 の 概 要

　蔗汁 の 品 質を示す純糖 率お よ び可製糖率は 「Fl77 」，

「Nig」，「NiF8 」 の 3品種 お よ び 3 作型 で 高い （第 2 ，

3 ，4 表）．風折抵抗性は 「F177」 に 比較 して 明 らか に

強 か っ た ．「NiF8」 との 比較 で は ，春植，株出 で や や 弱

く，夏植 で や や 強 い （第 5表），株出 の 収量 は 「F177 」

よ り高 く，「NiF8 」並 で あ っ た ，しか し 「Nig」 との 比

較は今後の 検討が必要 で ある ．黒穂病抵抗性 は，「Nig」，

「F177」 よ り強 い 「強」 で あ っ た （第 6 表），永寫 ら

（1985）は 交雑後代 の 黒 穂 病抵抗性 と交配親 と の 関係 に

Ni15NCe310 10．840

．7

強

中

注）1995年度の 成績．1芽苗40本 を1区として 28℃ 多湿

条 件 下 で4 日間 催 芽後，幼 芽に高 濃度胞子懸 濁液を

有傷 接種 し，28 ℃ で 2 日間 保温 して 1994 年ti 月28 日

に ガラス 室 内に2反復 で定植 し，半 月毎 に 11ヶ 月 間継続

観察 し，発病株 数を積 算した．

つ い て ，花粉親 よ り種子親の 遺伝が 高 い と報告 して い る．

すなわち 「Nil5」 の 黒穂 病抵抗性 は ，強抵抗性 （発病株

率 ：F161＝6．7％，　NCo310 ＝77．7％）で ある種子親 「F161」

の 遺伝 に よ る と考え ら れ る ，

第 2表　育成地 （本島南部）に お け る Ni15と
　　　　 Nigの 収 量 と品 質特性比較

晶 種 名　　伸 型 　原 料 墓 数 原 料 墨 璽 躍 汁 糖度 純糖寧 甘躍犠度 可 製罵串 可 製糟量

　 　 　 　 　 　 ／a　　　k ／a 　　　 96 　　　 96 　　　 ％ 　　　　 96　　　 k ！a

Ni15 　　　舂 植 　　　　690 　　　 674 　　　19．7　　90．7 　　　16、1　　　15．0　　　101

Nig比 　 　 　 　 　 　 78 　 　 臼9　 　 105 　 lO1 　 　 107 　 　 10B 　 　 96

Ni15 　　　株 出　　　　7e7 　　　631 　　　20 ．S　　92．3　　　1e．7　　　15．B　　　　99

Nig比 　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　 01　　　　　　　1　06　　　　　　　1　09　　　@　1　04　　　　　　　1　09　　　　@　　1　1　1　　　　　　1　

@3 注 川 旧 比 の春櫚はlgge，99 の2 年 間 ，株出は1999 の1 年間試

実 施． 第3 表 　 本島 北 部お よ び 久 米 島における Ni15と

77 の 　 　　 　 収 量 と 品

特性比較 晶種名　　 作 型 　原 料 薹 敗 原 料 韮 重蕨 汁 糖度純 糖 準甘憩 糖 度可製

串可製糖量 Ni15 　　　尋植　　　　833 　　　694　　　t9．6　　85 ．9　　　15．8　　　14，

@　　100F177 比　　　　　　　123 　　　110 　　　107 　　100 　　　10e 　　　I

　　　119Ni15 　夏 植　　1140 　1442 　　 嘲 8，9　86 　　15 ． 4　1

D1　　200F177 比 　 　　　　120 　　 114 　　 108　 104 　　111　

117　　126Ni15 　　株出　　　　840　　　862　　　1B．9　S7 ． 4　　　15．5　　

． 2 　　　i4

． 可 製 糖量 　 可 製糖 量 を 「 Nig 」 と 比 較す

と春植でやや 低く ， 「 Fl77 」との比較では沖縄 本 島

部 ， 久米島 両 地 域 に お いて 3 作 型 の いずれでも高く

っ ていた（第3 表 ），ま た「NiF8 」と比 較す る と

料 茎重 は春植 ， 株 出 で わず かに 低くなっていた が ，

製糖率が高 く ， 可製 糖 量は3

作型で高か った （

4表），

i15 　　轡植 F177 比 358 　　　 714 　　　 18 ．0　92 ． 2 　　

14 『 7 　 　13 齟 7 　　　 97123 　 　　 113 　　 　115 　　 103

　　119 　　 　 121 　　 137Ni15 　 夏植　　970 　1055 　1S ．0　9

A8 　i4 ． 7 　 13 ．B　　 143Ft77 比 　　　　 　 127 　 　 120 　 　10

@1el 　 　 IO9 　　1 圃 0 　130Ni15 　株出　 　5eo 　 　6e4　 17 ．

@e2 ．0 　 14 ． 6 　13 ．7 　　93F177 比　　 　 　　122 　　110 　　1
　 102 　 　115　　117 　　 129 窪｝専植 は1996，97，98 の3 年聞．夏 植
び 棟 出は 1997 ． 96 の 2 年 閲 試 験 実 施 ． 　

段は沖闘本島北部， 下段 は 久 米 島の試 験 紹果．

5 ．「Ni15」の活用お よ び栽培上 の留意点 　 2000／ 200

N 期の沖縄県の平 均 甘蔗糖度は13 ．9 ％ で あっ た，「 NiF8」

69 ． 7％普
及している宮古の 甘 蔗糖 度 は 14 ． 3 ％で高く

一 方，「 F177 」の多い 沖縄 本 島 北
部
では 13 ． 6 ％

久 米 島では 13 ．0 ％ と 低 かった D ．こ の こ とは品種の

違いが各地の甘 蔗 糖度の差をもたら し たこ とが示唆さ れ

ｽ ． 早期高 糖 性 で 風 折 抵抗性を有 する 「Ni15 」を同

域 に 普及することにより， 糖 度の向上と 生産の安定

期
待
され る ． ま た ， 沖 縄本 島南部や 多 良 問 島では多 収 品 種
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の 「Nig」 に 黒穂病が 蔓延 し，本 島南部 で は発生 圃場 の

発病株率が 19，0％ ，多良間島で は27．O％ と多 く滅収が危

惧 さ れ て い る．「Nil5」は 黒穂病抵抗性 で あ る こ とか ら，

黒穂 病多発地域 の 「Nig」代替 品種 と して の 活用 が 有効

で あ り，早期高糖性 で 品質 に 優れ，風折抵抗性，黒穂病

抵抗性 を 有 す る 「Ni15」 の 活用 に よ り，品質の 向 上 ，

生産 の 安定が期待 で きる．

　「Ni15」は分げつ が や や 少な い の で 種苗 の 植付本数は

や や 多 くする こ とが得策 と考 え られ る．適性栽植密度や

植付 時期 に つ い て は今後 の 検討課題 で あ る．初期伸長が

や や 緩慢 な た め，初 期 の 生 育環境 を よ り良好 な 状態 に す

る こ とが 重要 で あ る．ま た，植付け や 収穫後の 株出管理，

肥 培管理 を早め に行うこ とが高収量 に つ なが る もの と考

えられる．さらに，春植，株出は 生育初期 の 台風 に よ り，

茎 の 折損が比較的多 くなる こ とか ら，台風 に 遭遇す る ま

で に植物体 を大 き く し て お くこ とが 重要で あ る．
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